
「芸事はじめ」　　　　　　　　　　　　　　     　　

京都では昔から　「芸事は６歳の６月６日から始めると上達する」　と言われてきました。
そのため舞妓さんは６歳の年のこの日からお囃子や小唄などの稽古を始めて一人前
になっていったと言われます。花街ではこの習わしは今でも引き継がれています。芸
奴さんに限らず一般の場合でも、４月からの新しい生活に慣れてきた６月から習い事
を始めるお子さんは多いと言われます。

しかしなぜ「６歳の６月６日」なのでしょうか。世阿弥の書き残した能の理論書「風姿花伝」
には７歳（満６歳）から稽古をはじめるように書かれています。又、歌舞伎界では語呂の良
い「６歳の６月６日」という言い回しが慣習化し、それが根付いたものとも言われています。
又もう一つ有力なのは｢指の数かぞえ｣にまつわるものです。
幼児期は数を数えるとき、５までは親指から順に折って数えます。しかし６からは逆に小指
を一本｢立てる｣ところから始まり、小指を立てる＝子がたつ　・・・　６からは一人立ちの時
であるという考え方がなされました。

さて、あっという間に今年も半年が過ぎようとしています。後半の半年が始まるこの時期何
か新しいことをはじめてみるのも良いかもしれませんね？
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